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  次のとおり 

 

〇北村総務課長 

 それでは定刻になりましたので、ただいまから令和元年度第１回香南市総合教育会議を始めたい

と思います。最初に市長の方から。 

 



〇清藤市長 

 皆さんおはようございます。令和元年度の第１回目の総合教育会議ということですが、どうぞよ

ろしくお願いをいたします。三月から四月に入って、新年度になりましたが、この総合教育会議の

メンバーも大幅にというか、変わりました。安岡教育長から入野教育長に、田内教育次長から山下

教育次長にということ。田中生涯学習課長から小松生涯学習課長、山下次長から前川こども課長に

ということで。全員になりますね、言ったらね。また教育委員会の方は、山本眞二教育委員さんが

退任をされて、新しく山本美和教育委員に就任をしていただきました。親子ではないようでござい

ますが。ということで、お手元の次第にも、まああの、で、本日は協議をしたいと思いますが、ど

うぞよろしくお願いを申し上げます。 

 

〇北村総務課長 

 ありがとうございます。お手元に配布しております会議次第の一番上ですが、平成３１年度にな

っておりますが、令和元年度ということで訂正の方をお願いしたいと思います。それでは、先ほど

市長からも紹介もございましたが、新しく教育長、そして山本教育委員さんの方からそれぞれ一言 

ずつご挨拶をいただいてよろしいでしょうか。 

 

〇入野教育長 

 はい、改めまして皆さまおはようございます。この４月１日から安岡前教育長の後を受けて教育

長になりました入野です。一年空けて、その前の年まで学校教育課長でおりまして、その時には教

育総合会議にも出ておりましたので、その時のことについては分かっておりますが、一年間の中で

また動いておりますので、またそんなことも踏まえて、これから活発な教育委員会の活動ができる

ようにこの会の中でのことをまた勉強していきたいというふうに思っております。どうぞ、よろし

くお願いいたします。 

 

〇山本委員 

 おはようございます。山本美和でございます。右も左も分からない新米で一年間は過ごそうと思

っております。よろしくお願いいたします。 

 

〇北村総務課長 

 ありがとうございました。それでは議事に入りたいと思います。４つとその他でございますが、

まず最初に、不登校の改善に向けた取り組みについて、を学校教育課の方でご説明をお願いいたし

ます。 

 

〇山本学校教育課長 

 はい、おはようございます。学校教育課山本です。先ほどの導入のように、不登校の課題の改善

に向けての今年香南市が取り組んでいこうとする部分について簡単ですがご説明をさせていただ

きます。香南市の小中学校は、数多くの教育課題を抱えております。その中で、喫緊の課題とされ

るものに不登校問題がございます。学校教育課は、これまでも改善に取り組んでまいりましたが、

大幅な成果が表れているとは言えない状況です。そのため、今回は新たな手法も用いて、改善に向

けて取り組んでいきたいと考えております。今回の総合教育会議では、市内全ての小中学校に推進



しています不登校問題の改善に向けての取り組みについてご説明をいたします。 

 まず、香南市の不登校の状況について説明をいたします。最少は小学校です。１ページ目をご覧

ください。ここ１０年間の長期欠席者、不登校の状況についてそこに示しています。内容につきま

しては表のとおりです。毎年約３０名前後の長期欠席者があり、そのうち６～７割が不登校児童に

カウントされています。人数に直すと役２０名以上となっています。２ページ目は不登校の児童の

発生率を、高知県の発生率と比較したグラフです。香南市は例年１％を超す高い発生率で推移して

いることが分かります。高知県の発生率と比較しても２倍以上の高い発生率であることは分かると

思います。次に３ページは不登校の主な要因と考えられる内容について、多い順に示したものです。

香南市の不登校の要因とされるものと、全国の不登校の要因とされるものは上位３位が一致をして

おります。表を見てみますと、１位が家庭に関わる状況、２番が友人関係、３番が学業の不振、と

いう理由となっています。つまり香南市の抱える不登校の要因と全国の要因が同じで、大きな差が

ないということが分かると思います。次に中学校です。４ページをご覧ください。ここでは１０年

間の中学校の長期欠席者、不登校の状況を表にまとめています。長期欠席者は毎年約５０名ほどあ

り、そのうち不登校生徒の割合が８割前後になっています。小学校よりさらに高い割合を示してい

ます。人数に直すと４０人以上が不登校生徒としてカウントをされています。５ページは不登校の

発生率を高知県の発生率と比較したグラフです。香南市は５％を超す高い発生率で推移しているこ

とが分かり、高止まりの傾向が見られます。高知県の発生率と比較しても高い発生率であることが

分かると思います。平成２１年から平成２５年にかけて減少の傾向が見られていましたが、平成２

５年を境に増加に転じ、右肩上がりの状況となっています。このまま手をこまねいているのではな

く、何とかしてこの増加傾向を止めなければならない状況となっています。６ページは中学校不登

校の主な要因と考えられる内容を多い順に示したものです。項目の並びは全国と比較してみますと、

多少順位の違いはありますが、上がっています項目は同じです。小学校同様、香南市の不登校の要

因と全国の要因に大きな差がないことが分かります。先ほど申しましたように小学校、中学校が抱

える不登校の状況を改善しようと、これまでにも様々な取り組みを行ってまいりましたが、大きな

成果と言えるまでには至らず、長年にわたり香南市が抱える教育問題となっています。学校教育課

としましては、この課題を解決するために新たな手法として、魅力ある学校づくりの考え方を持ち、

不登校問題の改善を目指していきたいと考えております。 

以降は、魅力ある学校づくりの取り組みについてご説明をいたします。まず最初に、魅力ある学

校づくりのコンセプトです。この取り組みは心の居場所となる学校づくりと、絆づくりの場となる

学校づくりをバランスよく行っていくことで、すべての児童生徒にとって魅力ある学校を作ってい

こうとするものです。教員は、児童生徒が安心でき、自己存在感や充実感を感じられる場所を提供

することで、児童生徒が安心できる学校を作っていきます。また児童生徒自身は、互いに友達のよ

いところを認めたり、主体的に取り組む活動を通して友達同士の絆を深め、信頼関係を築いていき

ます。こうした取り組みを行っていくことで、すべての児童生徒にとって魅力ある学校になるよう、

学校づくりを行っていきます。こうした取り組みは、特別な行事を設けて行うのではなく、日常の

授業や日常の学校生活の中で行っていきます。これまでの不登校の対策は、不登校になった児童生

徒をいかに学校や教室に戻すかを中心に取り組んできました。今回の取り組みは、新たな不登校児

童生徒を発生させないことで、不登校問題を解決していこうとするものです。つまり、すべての児

童生徒にとって魅力ある学校を作ることで新規不登校数の抑制を目指していくことが、この取り組

みの一番の狙いとなっています。次に９ページをご覧ください。ここ三年間、香我美中学校区で不



登校児童生徒の未然防止の取り組みを行った結果をグラフにまとめたものです。左のグラフは、長

期欠席者数と不登校数の推移を表したものです。平成２８年度、長期欠席者数３１名、うち不登校

数２７名だったものが、平成２９年度には長期欠席者数２３名、不登校数２１名に減り、平成３０

年度には長期欠席者数１６名、不登校数１４名へとさらに減少しています。右のグラフは不登校数

のうち、新規数と継続数の推移を表したものです。平成２８年度、不登校数２７名のうち、１６名

が継続者数で、１１名が新たに不登校になった数です。平成２９年度は、不登校数は２１名ですが、

うち１５名が継続者数で、６名が新規不登校者数です。継続者数は、前年度と比べてあまり変化が

ありませんが、新規不登校数が減少した分、全体の不登校数が減少しています。同じように平成３

０年度を見てみますと、不登校数は１４名ですが、１２名が継続者数で、２名が新規不登校者数で

す。新規数が大幅に減った分、全体の不登校数が大きく減少しています。１０ページは、こうした

減少の過程を詳しく表したものです。平成２８年度から平成３０年度の不登校児童生徒総数の減少

を見てみますと、２７名から１４名と約５０％の減少となっています。新規不登校児童生徒数の減

少につきましては１１名から２名に減り、減少率に直しますと約８０％の減少となっています。継

続者数は１６名から１２名と２５％の減少にとどまっていますので、新規不登校児童生徒数が大幅

に減少したことが、不登校児童生徒総数の減少に大きく影響していることが分かります。従いまし

て、新規不登校者数の抑制に向けた取り組みは、不登校問題の解決のための現実的な取り組みであ

ると言えます。こうした現実を基に、香南市は魅力ある学校づくりの手法を、市内全ての学校に広

めることで、香南市が抱える不登校問題の改善に取り組んでいきます。 

次に１１ページをご覧ください。このページはチーム学校としての学校の在り方と、今後の改善

方策について表したものです。左の図は、すべての児童生徒に対して、魅力ある学校づくりの手法

を用いて取り組む様子を表しています。管理職、教員がチーム学校として共通認識を行い、協力し

あって児童生徒に向き合い、本来的な業務にあたっています。その取り組み効果が児童生徒に伝わ

り、新規不登校数を抑制していきます。右の図はすでに不登校になっている児童生徒への対応を表

したものです。教員とスクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、地域人材等が連携を

して、不登校児童生徒に向き合い、学校・教室に入れるように支援をしていきます。その結果、継

続者数を現象させていきます。つまり、これまで行ってきた不登校対策はこの手法となっています。

魅力ある学校づくりは、新規不登校の抑制を狙ったものですが、現在不登校となっているお子さん

にも、これまでと同様に丁寧な対応を続け、車の両輪のように二つのチーム、学校をまわすことで、

不登校の減少に取り組んでいきます。１２ページをご覧ください。魅力ある学校づくりに取り組む

うえで、基本となるのが児童生徒への意識調査です。どの学校もすべての児童生徒を対象に、毎日

居場所づくり、絆づくりに取り組んでいるはずですが、その取り組みが本当に児童生徒の多くに届

いているのかを確かめる必要があります。そのため、年３回、児童生徒に質問紙調査を行い、教員

の印象と実態にはズレがないかを検証していきます。質問紙調査の結果をもとに、取り組みを見直

すＰＤＣＡサイクルを年３回繰り返すことで、教師間の意識の方向性を揃えるとともに、チーム学

校としての取り組みを確実なものにしていきます。その下の表を見てもらったらと思います。魅力

ある学校づくりでは、不登校者数減少に向けて、新規不登校を抑制していくことを狙いとしてきま

した。取り組みの対象としましては、前年度、不登校ではなかった全ての生徒を対象としていきま

す。主たる取り組みとしましては、とにかく未然防止、新たな不登校を生み出さないことを狙いと

しております。集団指導の中で、こういった取り組みを行っていくことを考えています。二つのチ

ーム、学校としては教員の同僚性を生かしたチーム学校、それからたくさんの教員がいる中で、同



じ意思疎通を図りですね、同じ共通認識のもとチームとして子どもたちに接していく。これは大き

なポイントとなっていきます。１３ページは年間３回実施しますＰＤＣＡサイクルの様子を表した

分です。前年度の３月に意識調査を行い、分析をもとに取り組み計画を立て、４月からの具体的な

取り組みへとつなげていきます。７月頃に２回目の意識調査を行い、長期休み中に分析、修正、新

たな計画を立て、９月からの２学期のスタートにつなげていきます。３回目の意識調査は１２月頃

に行い、長期の休み中に同じように分析・修正・新たな計画を立て、１月からの３学期のスタート

につなげていきます。このように定期的に意識調査を行い、すべての児童生徒からのメッセージを

教師が受け取ることで、 学校・学年の教員全員が取り組みを点検でき、常に修正をかけながら魅力

ある学校づくりを行っていきました。１４ページをご覧ください。不登校のきっかけとなる要因と

して、学校機能、友人関係、学力の３領域が挙げられています。どれかの領域につまずきが生じる

と、不登校へと発展していくと言われています。児童生徒への意識調査をもとに、ＰＤＣＡサイク

ルを回す際、この３領域と連動しました学校が楽しい、みんなで何かをするのが楽しい、授業に主

体的に取り組んでいる、授業が分かるの４項目の中の１つに視点を当て、子どもたちが満足できて

いるかを年間３回の質問紙でチェックをしていきます。さらに今後の取り組みを見直し、実行して

いく判断材料にもしていきます。例えば、学校が楽しいという項目をチェック項目に選ぶと楽しい

と答える子どもの割合で、教師の取り組みが児童生徒の隅々までいきわたっているかの判断として

いきます。割合が低いと、教師の思いと子どもたちとの間にズレが生じていると判断し、より子ど

もたちが楽しいと思えるよう取り組みに修正を加え、満足度アップを目指していきます。魅力ある

学校づくりは子どもたちが学習あるいは学校生活で満足感を感じることができる学校、環境、活動

を作ることで不登校に至らない児童生徒を育てていきます。魅力ある学校づくりの取り組みについ

てまとめますと、不登校問題の対策といえば一般的に不登校児童生徒に直接対応していきますが、

この事業では不登校ではない子ども、すべての児童生徒に働きかけることが特徴です。不登校でな

い児童生徒が新規不登校にならないよう予防することによって、不登校問題の解決につなげていき

ます。１５ページの下の図は、これまでの説明をまとめたものです。ご覧ください。左からいきま

すと、８３．２％が、これが不登校に至っていない子どもを表しています。少し色がついている１

４．４％、少し見にくいですけど、これが発達障害の診断、あるいは可能性のある児童生徒の割合

を表しています。この８３．２％、１４．４％の児童を対象にこの魅力ある学校づくりの授業を展

開をしていきます。取り組みの視点としましては、先ほど申しましたように、 新規不登校数を増や

さない、つまり抑制をしていくということです。取り組みの対象としましては、前年度不登校でな

かったすべての児童生徒です。下の色がついているところは、先ほど申しました発達障害あるいは

その傾向が見られるお子さんです。主たる取り組みとしては、未然防止です。発達障害、あるいは

発達障害の傾向が見られるお子さんにつきましては、初期対応を行って、集団指導の場面における

個別指導を入れていきます。学校における取組としましてはすべての子どもが分かる、できる授業

づくり、みんなが活躍できる学校行事を展開をしていきます。発達障害、ならびに発達障害気味の

お子さんにつきましては、校内支援会、個別の指導計画の作成、関係機関との連携などを行い、と

にかく不登校に至らないように手をつくしていくことを考えています。少し赤い線で切れています、

左側の一番下のところです。これが２．４％で、不登校児童の生徒の割合となっています。すでに

不登校になっているお子さんにつきましては、その図の一番下の黒い部分になっています。継続数

を減少させるためには、自立支援を行ったり、個別指導を行い、そしてスクールカウンセラー、ス

クールソーシャルワーカー、教育支援センター等の専門機関との連携を図り、個別のケース会を開



きながら、とにかく学校や教室に戻れるように支援をしていくことを考えています。魅力ある学校

づくりでは、教員が一人一人の子どもの良さを認め、行動を位置付け、意味づけし励ましていきま

す。また時には規範、規律を教師が教えて決定をしていきます。さらに子どもたちに頑張りや良さ

を認めるボイスシャワーを入れることによって、自分への、児童生徒自身への信頼を育むようにし

ていきます。こうした取り組みを通して、香南市が目指す子ども像「愛溢れ、明日を拓く香南っこ」

を育てていきたいと考えています。これまで魅力ある学校づくりの取り組みについて説明をしてき

ましたが、香南市における不登校問題の解決のためには、すべての教員が一丸となって、協働する

ことによって、また一つの取り組みを粘り強く徹底することが重要であると考えています。この魅

力ある学校づくりの取り組みにつきましては、数年で終えるといったものではなく、粘り強く続け

ていくことで、不登校児童生徒の数を大幅に減少させ、大きな成果へとつなげていきたいと考えて

おります。 

以上で、学校教育課重点取り組みとして挙げています不登校の改善に向けた取り組みについての

説明を終わります。以上です。どうもありがとうございました。 

 

〇北村総務課長 

 ありがとうございました。それでは、質疑、 ご意見等ございますでしょうか。 

 

〇清藤市長 

 少しかまいませんでしょうか。この資料の１ページとかにありますように、実際３０年度は不登

校の人数も減っており、ある意味結果が出ていると思うんですけれども、この総合教育会議も２７

年度から始まって当初から香南市の課題としては不登校が多いということでして、だから高知県の

中でも多いと。全国平均になったらまだ率が高くなるということで、では原因は何かということに

なって、具体的なこれという特徴の原因がないというのが現状ですよね。だからいろんな対策も相

加的にやっていく必要があるということで来ていますよね。私の理解が不足しているのかどうか分

かりませんが、課長がずっと説明の中で言っていたのは新たな手法という言葉が何回か出てきまし

た。実際、新たな手法が何なのかというときに、基本は意識調査ということもあった、意識調査を

何回かやった。あるいはチームとして子どもに接するというふうなこと。それと１６ページにあっ

て、理念行動原理・行動指針ですかね。いろいろボイスシャワー、頑張りや良さを認めるとか、そ

れからいろいろありましたけど。それでその具体的に新たな手法というのは何なのかというのが少

し私には明確に分からないところがあって、ではその魅力ある学校づくりのコンセプト、それでコ

ンセプトがあって実際何をしたのかと。類推すると、子どもの意識調査をやって、それによってこ

んなことが分かったからそれに重きを置くというかね、子どもの意識調査をやってそれによって教

員の方も意識を持ってやると。その意識というのは良さを認め、価値づけ、意味づけ、励ますとか、

規律を教えて徹底するとか、ボイスシャワーをどうこうするとかいうことなのかなと。ＰＤＣＡと

いうのは、プランがあって、プランもではどんなことをするのか。理念はあっても良いけど、実際

では何をすのかと。今までしてなかったことで次何をしてどうなったかというふうな、ではそれを

Ｄでどうしたかとかいうのが少し。実は３月議会でも出ましたよ、議員さんから。それで課長の方

で説明して、新たな不登校を抑制すると。それによって少なくなったというような説明もあったけ

れども、議員さんの方でも具体的に何をしたのかというようなこともあったけれども。少しわから

なかったもので。後で懇親会があって私が聞かれたんですよ。市長、それで具体的に何をしたんで



すかと言うので、それは学校教育課に聞いてと言いましたけど。少しそのあたりが、先ほどの説明

でも私は分からないところがあって、皆さん分かっているかもしれないけど。では一体何をした

の？という。それは何かありますか？ 

 

〇山本学校教育課長 

 新たな手法と申しましたのが、少し具体は別に置いておいてですね、とにかく今までは対症療法

的なところ、こういった状況が表れてのそれを何とか消していく、無くしていこうというようなこ

とでずっとやってきました。ところがなかなかそれをやっても一部は学校へ帰る、一部の生徒は教

室へ入れるようになる、けれど依然として不登校数は減らない。というのは新しくどんどん入って

くるのですね。だからとにかく、新しい手法という言い方をしましたけれど、何とか新規の不登校

をなくしていくという、今までになかった考え方と言いますか、視点に目をつけて、とにかくそこ

をつぶしていく、少しでも改善していくことによって全体の数を抑えていこうというのが新たな手

法。 

 

〇清藤市長 

 ですから、新しい手法に目をつけて何をしたのですか？ 

 

〇山本学校教育課長 

 具体的に申しますと、例えば香我美中学校の場合は、子どもたちに学校生活が楽しいと、学校が

おもしろいと思えるような取り組み、意識を持たせるということに視点を置いてきています。具体

的にこういった行事を行いましたとか、そのためにですね、行事を設定したのではなく、日常生活

の中、学校生活の中でとにかく教員が行ってきたのは褒めること、ボイスシャワーを多くすること

です。褒めて、認めて、励ます。とにかく行事の時、授業の中で、この褒めて、認めて、励ますと

いうのを教員全員で徹底してやっていくということ。それが大きな具体的な取り組みになっていま

す。子どもの意識を変えていくことで、この不登校にはならない、困ったときには横のつながりも

できていますので友達に相談をできるとか、先生にも相談できる、そういった環境を作っていく。

だから、魅力ある学校づくりというのはどちらかというと、環境づくり、今までなかった学校環境

を変えていこうとするのが魅力ある学校づくりの事業と取り組みと思ってもらったらいいです。で

すから具体的な取り組み、今年から市内全ての小中学校で行っていきます。昨日、この担当者の会

があっています。具体的な取り組みについては学校によってそれぞれまちまちです。香南市全体で

統一してこれをやっていきましょうというようにやっているのではなく、学校の中で、では自分た

ちができることは一体何なのか。子どもたちが学校が楽しいと感じてもらうためにはどういった学

校にしていったらいいのかを、各学校さんの方で考えていただいてやっています。学校によれば、

共通してこういった取り組みをしていこうというように、設定している学校もありますし、学年ご

とに分かれている学校もあります。１４ページをご覧ください。そこに縦に４つあります、学校が

楽しい、みんなで何かをするのが楽しい、授業に主体的に取り組んでいる、授業がよく分かる。た

だ、ある学校によれば、授業がよく分かる学校を作っていこうということで、授業改善を行ったり、

今までやってきた授業の説明をさらに詳しく、つまずいているお子さんに支援をしていくようなこ

とを学校全体でやっていこうと考えている。みんなで何かをするのが楽しい、目標というか。 

 



〇清藤市長 

 それは分かりました、見たのでね。私もそれは全部把握してます。さきほども言いましたが、意

識を持つという、意識を持つというのは教職員が持つのでしょう。教職員が意識を持って、先ほど

も出てきたのが、誉めて認めて励ますという、具体的に出て来ましたね。褒めて認めて励ますと。

それから子どもが相談できる、子ども同士がね、環境を作ると言ったけれど、ではそれは例えば２

年前と今とどう違うのか、どんな環境なのか、それが。ということをどこか、それは具体的なこと

は各学校でやっていると言いましたので、その各学校でやっている具体的なことは何なのですか？

という質問です。だからここにあるように、１４ページですか。その学校が楽しい、分かります。

ではどんなに変えて学校が楽しいというふうなことを、それぞれの小中学校はやっているのか。授

業に主体的に取り組んでいる、それから授業がよく分かる。授業がよく分かることは大事ですよね、

それは戦前も大事です。戦後も今も大事。だからそれならそれを２年後に比べて、２年前に比べて

今どう授業がよく分かる、教職員が工夫をしているのかという。だからここでそれを全部言わなく

てもいいですけど。私が聞いてるのは、具体的などんな取り組みをしたのか、学校別でやっている

のであれば学校別で具体例を、どんなことをやっているか、ということを一回何か分かりやすい資

料でも作ったら。実際不登校の数が減っているのであれば、ひょっとしたら何か全国的なことの宣

伝となるようなことにもなるかもしれないですし。それを知りたいのです。 

 

〇入野教育長 

 その前にかまいませんか。いま、課長が説明したこの取り組みの趣旨は、結局不登校数を減らす

には新しく不登校になる子を減らしていったら。継続で復活させるというのは非常に難しいんです

よ、ずっと不登校状況にある子を。ではなくて、新たに不登校、学校へ来なくなる子を出さないよ

うにするということで、このデータを見てもらったら分かるように８割以上の子が今学校へ来てい

る状況なんですよ。ところがこの８割の中に、頑張っているように見えるけどいっぱいいっぱいの

子とか、あるいは表面は穏やかに見えて何もないように見えるけれど不安定な要素を持っている子

がいると。実はこの取り組みの一番のポイントといのはそういう子に視点を当てましょうというと

ころなんです。では市長さんが言うように具体的にどうするかといったときに、去年効果が上がっ

ている学校の中では、この後また宮村さんに言ってもらいますが、例えば個別面談、二者面談とい

うのをやって、その中で普段子どもたちと元気な子とか課題の見える子というのは割と先生とかの

間でもやり取りがあるんですが、そうでない８割の一般の子の中に本当に見えない子がいる、その

子たちから結局心の様子を聞いたりする場が最近は極めて少なくなっている。この場を強制的に作

って、大きな学校などでも私も現場で去年もやりましたけど、やってせいぜい学期に１回くらいな

んですけど、それでもやはりそういう場があると、普段本当に本音を言わない子が１対１になって

そういうものを強制的に作ってあげたら言うわけですよ、実は僕は、実は私はと言って。その中か

らその子どもの様子を早期の段階でキャッチをして手立てをうっていって、ぱったり行く手前で止

めることができるということが一つ。そこのところの事例は宮村先生あるのではないですか？ 

 

〇宮村指導主任 

 すみません、失礼します。今年度より学校教育課指導主任をさせていただいています宮村です。

よろしくお願いします。昨年度実はこの魅力ある学校づくりというのは香我美中学校区で行われて

いました。香我美中学校区で行われて、今年度は香南市全体の小中学校へ広げていこうということ



です。香我美中学校区で取り組みがあってすごく成果があったので香南市全体で広げていこうとし

ています。その成果と言いますと、まず一点目は先ほど教育長が言われました二者面談を行ったと

いうことです。個別面談を行っています。一人一人の生徒と担任、もしくは擁護教諭であったりと

か、いろんな先生が関わって面談を行っています。今年度も行っていますけれども、面談を行って

どうでしたかというアンケートで、子どもは１００％良かったと答えています。よくなかった、嫌

だったと答えた子どもはいません。とても良かったと答えた子どもが約６８％です。良かったとい

う子が３２％です。感想を言うと、中学校生活のことを聞かれて僕が答えると先生が真剣に僕のこ

とを聞いてくれて嬉しかったとか、緊張したけど話せてよかったとか、自分が良いところを先生が

どんどん言ってくれたからよかったとか、授業に不安だったけど気になることを言えて今度から先

生がこんな授業をしてくれるから僕は安心したとか、いろんな全て肯定的な感想が述べられていま

す。ということで、先日魅力ある学校づくり担当者会というのを香南市では年４回開くことにしま

した。各校に担当者が１名います。その担当者の会に来ていただいて、香我美中学校区の校区の取

り組みを、推進教諭であります中村先生には発表してもらいました。そしたら具体的にその担当者

も分かって学校へ卸して行けるということがまず一つです。もう一つは、香我美中学校区が取り組

んだ一つとして、同僚性をいかすとうことです。先ほども課長の方から何度か説明が説明があった

と思いますけれども、同じベクトルで同じ方向向いて学校で進んでいくということです。合同支援

会、例えば子どもたちが生徒たちが何か２～３日学校を休み始めた。さあ、その子はどういう背景

があるのだろうという場合、ＳＳＷさんであったりとか、スクールカウンセラーさん、擁護教諭さ

んとかに入っていただいて、その子の支援会を行っています。また、主体的に取り組んでいる授業

であったりとか、そういうことも授業研を行っています。授業研を行って本当に子どもたちが主体

的に取り組んでいるか、先生が具体的にその子に対してボイスシャワーを、声がけをしているかと

いう授業が実際に行われているかという授業も行われています。そういった取り組みの結果、たぶ

ん香我美中学校区さんでは不登校が減ってきたように思います。それで、今年度は担当者会を年４

回開くと申しましたけれども、それプラスアルファ、香我美中学校区の推進教諭である中村教諭が

毎週火曜日と金曜日にそれぞれの小中学校にまわってくれています。まわってくださっていて、そ

れぞれの授業の様子であったりとか、子どもの様子を見取ってくださって、助言をしてくださった

りとか、こんなところがいいねということで先生にもボイスシャワーをかけてくださっています。

それプラス香我美中学校区でのみの通信だったんですけれども、その通信、取り組みのいいところ

をどんどんどんどん各学校に発展させていこうということで、各カラーで通信を各学校、 保育、幼

稚にも配布しております。そういった新たな取り組みもあります。さらにすべてのお子さんと言い

ましたけれども、３日以上欠席したお子さんの名前を全て挙げていっています。これは香南市の研

究所と教育委員会の方で協力してあげていっているんですけれども、４月にも３日以上欠席したお

子さんがすでに出てきています。そういったお子さんを早めに見つけて、さあ学校でどうしていこ

うかという支援会であったりとか、各学校担当者がいますので、その子がどういう状態で休んでい

るかというのをまた支援会を持ってもらうということも大事な一つとしております。すみません、

前後しますけれども、子どもたちにアンケートを取って、年３回ＰＤＣＡサイクルを回すと課長の

方からも説明がありましたけれども、これは本当に非常に大事なことで、前回の担当者会でＰＤＣ

Ａシートの１回目、１枚目を持ってきてもらいました。実は担当者自体、自身もなかなかどう書い

ていいのか、どう進めていっていいのかというのが分からないと。県の人権教育課のチーフも来て

くださっていましたけれども、こういう５分でも、職員会の前後５分でも構わないから学年とかブ



ロックとか学校全体でどう進めていくかということが大事ですということをお伝えいただきまし

た。そして、各学校でもそういった時間を取っていただきたいと、この子のためにどうやって支援

をしていくか、学校はどういう向きで進んでいくのかというのをぜひお願いしますと教育委員会の

方からもお願いをしております。まだまだすぐに結果は出ないと思いますが、また担当者含め、中

村教諭も含め、進めて参りたいと思いますのでまたよろしくお願いします。自分の方からは以上で

す。具体になったかは分かりませんけれども。 

 

〇清藤市長 

 いや、よく分かりました。 

 

〇北村総務課長 

 他にございませんでしょうか。 

 

〇入野教育長 

 今の取り組み、具体例が出ましたけど、私実はこういう取り組みは非常に効果があると思ってい

るんですけど、並行してですね、この会でも昨年話題になったと聞きましたけども、やはり教職員

の働き方改革を並行してやっていかないといけないかなというふうに今考えています。と言います

のも、先ほどもちらっと言いましたけども、例えば二者面談をなぜ強制的にそうやって設定しない

といけないかといったら、かつてはやはりそういう全ての子どもと向き合う時間というのはどこか

の場で出てくるようなゆとりがあったわけですよ。朝の時間、休み時間であるとか、そんなときに

いろんな子どもと向き合って、強制的に話を引き出すまでもなく、そうやってやり取りの中でいろ

いろな情報が入ってくる。「昨日家でお母さんが」であるとか、そんなところから「そんな大変なこ

とがあったの」というような、そういう中で子どもの状況とかキャッチできていたのが、今、先生

方休み時間何をしているかといったら、宿題の○入れしたりとか、次の授業の準備をしたりとかで

子どもと話をする場なんて、分刻みというか秒刻みで次へまわっていっているということで、特に

８割の中にいっぱいいっぱいというか、倒れる寸前になっている子どもをそこで倒れる手前に支え

るような何かをやる時間がやはり無くなってきている。だからやはり働き方改革をして教職員がそ

ういう対応をできるような状況にしていかないと、面談を設定するとさきほども言いましたけど、

学期に１回ぐらいでは、それでも今子どもは１００％の子が良かったと言っているわけですけれど

も、やはりそれ以上にもっと日常的にキャッチできる状況を作らないといけないし、それからＰＤ

ＣＡの中でそういうチェックシートなりアンケートをやっているわけですが、これもチェックシー

トとかアンケートをやっても、そこへ書かれていることから受けとめれるだけの教員の感性とかゆ

とりがなかったら見逃していきます。いじめなどがよくありますけど、せっかく書いているのにそ

れが流れて行って、後から大事になって調査したらここへ出ているみたいなことがよくありますけ

ども、それはやはりその教員がもちろん悪い面もあるかも分かりませんが、ゆとりがなくて本当に

そういうところを見逃していってしまう。やはりそこを表面上書いていることを、私たちも見たこ

とありますけど、さーっと見たら普通の状況やけど、こことここを見たら、これどういうこと？と

いって、本人を呼んで、どういうこと？と聞いたらそこからいろいろなことが出てくるケースなん

かも多々ありますので、今の教職員はやはりなかなかそういう時間が不足をしてきている。だから

やはり今言われている働き方改革と並行してこういう問題も取り組みを進めていかんと、ここへ挙



げたような具体のところが取り組める学校は良いけれども、さらに大きな規模の学校になってくる

と本当に舞が回らなくなる、あるいは学校規模が小さくてもですね、教職員の数とのバランスのな

かで本当にぐるぐる回っているところでは、やはり実際のそういう成果につながっていかない可能

性もありますので、やはりそうしたところも不登校が出てきている原因の一つではないかなという

ふ うに考えています。 

 もう一つかまいませんか。それとですね、具体の対応として、いま不登校になっている状況の子

どもに対応するので教育支援センター、森田村塾であるとか、それからＳＳＷが非常に大きい活躍

をしているわけですが、こちらについてもですね、もちろん今の人数では限界をあるのですが、や

はりそうした今まだ不登校ではないけど非常に不安になっている子どもとか、それから保護者も一

緒になって不安になっているケースが非常に多いんですよ。だからそうした人たちをやはり相談窓

口であるとか、そういうふうなことをしていけば、事前の未然防止になってですね、実際に不登校

になる手前に救えるケースが多々あると思うので、やはり教育支援センターの活動とかＳＳＷの活

動なんかもこれからそうしたこと、こちらも今の人数とかでいうといっぱいいっぱいなんですけれ

ども、やはり非常に大事な役割をしているなというふうには思っています。いま新しい森田村塾の

塾長さんにもですよね、確かに今の業務も大変やけど、学校とそんな形の相談窓口であったりとか、

そういう次なりそうな子どもへの、できませんか？ということでの働きかけを今してある状況です。 

 

〇北村総務課長 

 ありがとうございました。他にございませんでしょうか。 

 

〇清藤委員 

 いまＳＳＷなどの活躍がありましたが、私の見る範囲では非常に力が大きいと思うんです。そこ

ら辺もまた我々も充実させていかないといけないし、それともう一つ、私が気になっているのは、

児童に対しての対応がほとんどでございますが、その原因には家庭にかかる状況ということが一番

に関わってきますので、保護者に対する対応とかをもう少し充実していかないとなかなか直らない

と思うので、それが今まで見てきて自分が思うには、保護者が子どもを放任主義というか、自由に

育てているというか、というようなこともあって、放任ではない丸捨てしている家庭もだいぶある

と思うので、保護者に対する取り組みをもっと早く小学校へ行く前に保育幼稚あたりの保護者との

関係を作っていかないとなかなか改善もしないと思うので、取り組んでいかなければと思っており

ます。 

 それと香南市は母子とかひとりの家庭も多いし、それから今までの例では子ども学校へ来ないと

いうから親はどうしているかと探したら、パチンコをして晩方戻って来ないという家庭もいっぱい

前は出てきておりましたので、家庭への取り組みということもこれから大事やと思います。 

 

〇山本学校教育課長 

 先ほど家庭への取り組みということのご意見を出されました。学校規模にもよると思います。そ

れとそういった不登校の児童生徒さんがどれぐらいいるのか、その数にもよると思うんですけど、

学校ができるというところはなかなか限られていると思います。どうしても学校教育の中、範囲の

中でしかできない部分はあります。ただ、自分たちの経験・体験の中で申しますと、やはり家庭と

の連絡をやはり常に密にしていくということがすごく大事やと思います。何かあるときにだけ連絡



をするのではなくて、普段の時から声がけをしていくということはすごく大事です。以前、自分が

勤務していた学校では、けっこうそこのお母さんと学校というのはどちらかというと対立の関係が

ありました。学校もいろいろ家庭についてご意見を言いたいけれど、向こうもはなから少し学校に

対して不満というか対立といった意識を持って、なかなか意思疎通ができずにいっていたんですけ

ど、やはり何かある機会ごとに声がけをすることによって、少しずつ心を開いていただいて最後に

は学校に来ていただいて、なかなか家庭訪問は向こうが拒んでいましたので、学校に来ていただい

ていろんな先生と話をすることによって学校への協力、だから１８０度意識が変わってですね、す

ごくそのお子さんへのいろいろな、支援といったらおかしいですけど我が子へのね。教育の方法に

ついて、こんなこと気を付けてもらったらどうですかというような学校からの言葉をお母さんが受

け入れてくださって、かなり状況が改善していったと思います。とにかく学校ができる家庭への支

援というのは、とにかく関係を切らずに連絡を取り合うというのが一番大事やないかなと思います。

以上です。 

 

〇北村総務課長 

 はい、ありがとうございました。 

 

〇百田委員 

 新規を作らないということの中でのいろいろ取り組みを。自分が感じたのは、けっこう保幼小の

連携、小中の連携がそういった不登校の子どもとか、幼稚園から小学校へ上がるときに、注意する

子どもの小学校との連携が以前よりは取れてきたようには見えてます。ただですね、教育長も言っ

た、危ない線と言いますかの子ども、３０年度も確か中学校区で学校へ行けなくなって、森田村塾

へ行っている子も何人か増えておる。それと別室でおる。普通教室と言いますかね、そういったと

ころまでは入れて、一緒に授業できる環境づくりももっと取り組んでほしいとは思いますし、家庭

にかかる状況ということでいろいろ出てましたけども、自分も評議員を長くやらさせていただきま

したけども、校長によって不登校児への対応がかなり違ってきておった。自分は民生委員の立場で、

こういう家庭が子どもさんが不登校児ですと言ってくれたら、分かるところは分かります。それで

協力して、一緒に学校へ連れて行ってくれてというような民生委員さんもおりますので、協働本部

を作るなり、三者連携へいってますので、その辺ももっと強く行政でできない面も民間の協力もい

るのかなとは思いますね。いじめとかいう件に関してもですけど。 

 

〇清藤市長 

 学校と民生委員とか、教育委員会と民生委員とか、そういう何かはあるのですか。関係とか。 

 

〇入野教育長 

 一緒に設定された会はないですけど。 

 

〇北村総務課長 

 個別のケース会ですよね。 

 

〇百田委員 



 個別のケース会とか、評議委員会というのはほとんど主任児童員なり、民生委員なり入ってます

ので、その辺の情報をもらえたら民生委員さんに伝えて、できるだけ主任児童員さんには情報をも

らえたらということは言ってます。ただ、月曜日の会で教育長さんが話しされた、自分も１０何年

目か、当初と仕事の量が民生委員さんもかなり増えてきてますので、その辺も。けれど、言われた

らやりますけど。 

 

〇清藤市長 

 この間、月曜日総会があって、後で民生委員さんと話して、去年も今年もあった話は、不登校と

かいろいろ問題が。不登校とかそれから不審者が出たとかというようなことで、民生委員の方にも

話があったりするところがあると。地区によって違うけれども。そのあとの、ではそれで結果どう

なったのか打ち返しを全くくれていないと。だからそういうのを密に欲しいというね、そういうの

が去年も今年もありました。それはお酒の席のことです。後で懇親会なったあと。けれど、それを

言ってましたのでね、それぞれ別の町の民生委員さんが言っていたので、そういうこともあるかも

しれません。 

 

〇入野教育長 

 民生委員さんの一部の方がよく学校支援地域本部などへ関わって、学校へ頻繁に出入りしてくれ

ている方もおりますけれども、ただそれも全部ではないので、民生委員さんの全部の会と学校全部

というそういう会の場はないので、個別の支援の会であったり、それから学校によったら、民生委

員さんの地区の総会みたいなものがあって、そこへ学校長なり所属長なりが出て行って、いろいろ

情報をくださいとか、あるいは相談の窓口になってくださいとか、いじめであるとかそれからいろ

いろ困ったことをまた聞いたら学校へ上げてくださいという、お願いに行っているような地域もあ

りますね。 

 

〇山本委員 

 こうやってお聞きして、学校が魅力ある学校づくりに力を入れ、また地域の方の力も借りながら

取り組んでいるということはすごくよく分かってきたのですが、この中学校の原因の一つの上位に

友人関係というのがありますよね。その学校の中での友達付き合いでは見えない部分でいま全国的

によくニュースになっている携帯電話、ＳＮＳですよね。その辺を香南市の実態というのはどうな

のかなと、もうずっと私も気になってまして、前職に現場にいたときに、小学生の高学年になった

ら親がスポーツとか塾とか行く行動範囲が広くなるので携帯を持たせますが、すると友達との関係

がすごくうまくいっているけど、いったん悪くなると学校へ行きたくなくなるほどの、まだ未成熟

ですので、友達関係でも言いたいことを相手にも毒を吐くというか、そういう時に学校へ行けなく

なったとか、そういうお母さんからも相談を受けたことも以前ありまして、中学校となると一番の

友人関係というのはやはりそれを抜きにはできないだろうなと思って、その辺の管理、家庭で管理

をしてもらうとか、それを指導するとか、学校でそれに対するＳＮＳの正しい扱い方とか、そうい

う指導をどういうふうにしていくとか、その辺の取り組みがあればお聞きしたいですね。 

 

〇山本学校教育課長 

 携帯、スマホですね、ＳＮＳ関係のトラブルというのは昨年度平成３０年度も何件かあっていま



す。教育委員会の方へ上がってきているものはかなり家庭間とかいうところでもめたというか、重

大な状況に陥ったものです。ですから、自分たちが知らない部分というのはかなりまだあると思い

ます。各学校ではこの携帯、スマホの使い方につきましては、外部の講師を招いてですね、警察で

あったり、いろんな関係機関であったり、そういった専門の講師に来ていただいて使い方の講習は

行っていますが、なかなかそれが子どもたちの間にストンと落ちているかということに関しては、

なかなか疑問なところもあります。別のお子さんの写真を送ってみたりとかですね、まあ頼まれた

から、気軽にやったことが後の重大な事件のきっかけとなったりというところもあります。本来だ

ったらそこの使い方についての決まり、勝手に個人の他人の写真を送ったりしないとかいうところ

が分かっていたらきちんとできただろうけれどというところはございます。特に中学校さんの方で

はこの携帯についての使い方についてはすごく神経をとがらせている部分はありますので、委員会

としましての何らかの形で今後も支援をしていきたいということです。また校長会の方でもですね、

そういうことも伝えながら携帯スマホの使い方、ＳＮＳについてのことは対応していきたいと考え

ています。 

 

〇山本委員 

 ありがとうございました。教育長さんから個別に強制的に話を聞くということがあったので、困

っていることはないかえ？というようなところで、実はね、こんなことで困っているよなんていう

話が、そういう情報も入ってくるようになってくるとまた対応の仕方が具体的に出てくるのでいい

なと思います。ありがとうございました。 

 

〇北村総務課長 

 ありがとうございました。不登校の関係につきましてはこれまでも議題で上がっておりまして、

なかなか議論の尽きないところですが、また引き続き議題の方でまた取組等をまた出していただい

たらと思いますので、次の議題に移りたいと思いますがよろしいでしょうか。 

 それでは、人材バンクについて生涯学習課の方からお願いいたします。 

 

〇小松生涯学習課長 

 人材バンクについて説明をさせていただきます。資料はこのＡ４の横のカラー刷りのものと、左

肩のホッチキス止めの両面の２枚程度の香南市生涯学習人材バンクについて、この２つになります。

このホッチキス止めの一枚目の一番上に香南市生涯学習人材バンクとはということで、すでにご承

知とは思いますが人材バンクというのはいろんな多様な能力を有する人にバンクに登録していた

だいて、日ごろの学校の教育活動やいろんな文化活動、スポーツ活動などの場で地域の指導者を講

師やボランティアとして活躍をしていただくための制度ということになってございます。このカラ

ー刷りの横の資料に戻っていただいて、この資料の左半分が昨年度までの現状と課題となっており

ます。まず黄色の枠囲みの中ですけども、まず登録者数ですけども、これは教育振興基本計画の後

期計画というのが２８年度の末に策定をされまして、２９年度から令和３年度までの５年間に登録

者数の目標を２００名にするということになってございまして、初年度２９年度末で１名、３０年

度末では２２名ということになっております。課題といたしまして、まず登録者数が伸び悩んでお

りまして、それとあと数があまり増えていないということとともに、登録者とそれを利用する方と

のマッチングがうまく機能していないということがあります。また登録にあたって、いろんな各団



体への説明をしましたけども、説明のあとの登録、その時説明をした時には割りといい制度だねと

いうことでお話を聞いていただいているようですが、そのあとにいざ登録という時になりますと、

登録まではなかなか抵抗があって踏み込めていないというところが昨年度までの課題でございま

す。それを踏まえまして、今年度令和元年度の取り組みといたしまして矢印の右側にあります、ま

ず登録者数ですけど、これを今年度末の登録者数を目標を１００人としております。目標を達成す

るために、地域でいま現在活動しておりますスポーツ指導員でありますとか、スポーツ少年団、体

協それから文化協会、あと文化財の保護についていろんな活動をされている方、こういうところに

個別に声がけをして登録を要請をしているということにしております。それとあと、昨年度までの

課題でありましたところの登録者と利用者とのマッチングがうまくいっていないという部分で、ま

ず登録者数が少ないので利用者も少ないというところもありますが、登録者と利用者のマッチング

の仕組みが少しうまくできていないというところもありますでしょうから、そこのところの住民の

ニーズの検証や確認をしたいと思っております。また昨年度まででは各種団体への周知のあとの登

録までのハードルが高いということで、ハードルの高さを下げて登録を促すように試みたいという

ふうに考えております。あと市のホームページを更新して制度について改めて周知をするというこ

とで、これにつきましては先ほどホッチキス止めで資料をお回ししておりますけど、これがホーム

ページに載っておりまして、これはすでに更新済みでホームページには登録をしてございます。簡

単ですが人材バンクについては説明は以上になります。 

 

〇北村総務課長 

 これはホームページに載っているのですか？１枚目からですか？この年号が平成３２年になっ

ているのは修正を。 

それではご意見等ございますでしょうか。 

 

〇清藤市長 

 前課長にも言ってありましたが、二点ありますがまず一点は、この資料、これはホームページに

載っているかもしれないけど、行政の内部の資料としては良いですが、一般の方はやはり見ません。

見る人はいない。様式とかを変えないと。それから１号様式といって、どこへ香南市教育委員会様

といって宛先があって、これ全部書いて、教育委員会はここやけど、一応どこか生涯学習課が公開

することなどいろいろ書いています。生涯学習課やけど、私がここへ来て、教育委員会へ来てくれ

と、申し込みを来てくれと。来るは抵抗ないです。他の人が教育委員会へ来てくれと言ってもです

ね、教育委員会のどこへ誰を訪ねて行くかも分からないし。書く人もいません、あまり。この書式

も、様式第１号・２号でずっと書いてね、分かりにくいし。だから、これ行政内部の資料やったら

目を通すけど、そうではない人は目を通しませんので。目を通す申し込みというか。だから教育委

員会の生涯学習課の誰々と誰が担当ですと。まずなんか、ひょっとしたら自分だと思ったらね、さ

らに詳しくお話ししますのでとにかく１回来てくださいとか、連絡お待ちしてますとか。そんな感

じにしないと。役所の人はこれで良いかと思うかもしれませんが、一般の方は違いますから。これ

をホームページからプリントアウトしてどうこうしてという人はいませんから。 

 それと二点目はハードルを。ハードルを下げる仕組み、下げて下げてください。ずっと見ていた

ら逆に上げています。上げています、生涯学習課の方で。だから、例えば自分の経験を生かすとか。

自分は投げ釣りをするのが得意で、ずっと子どもの頃からやってきて、それを香南市の子どもに教



えたい、それやったら自分はできるとか、というようなこととか。他は地域でいろいろな活動をし

たい。県外から来て住んで、地域でいろいろな活動をしたいけど、何かそれを言うきっかけがない

とか、そういう方もいいのですよ。だからハードルをもっと下げて、下げるのもスポーツを教える

こととかそういう括りで考えるのではなくて、どういうことをしたら地域でいろいろな活動をする

のにしやすいだろうか、入っていきやすいだろうかとか、それは町づくり協議会とか自治会という

のもあるけれども、そういうものへ行っていろいろしたいけれども、すぐできないとかね。という

人もいるので、だいたいそんな人が自分たちがやっている地区懇談会も来て、若い方が来てしゃべ

ったりするけど、あれはそのような人が来ています。そのあとに自分らがフォローをして、結果そ

の人たちはその地区でいろいろと活動をしているわけで、そんなことを少し考えて、その二点。そ

の二点です。それを少し考えてみてください。 

 

〇小松生涯学習課長 

 まず一点目については確かにこの資料は分かりづらい、市民感覚からずれているようなというこ

とをご指摘ですよね。 

 

〇清藤市長 

 分かりづらいというよりは、もっと端的に言うと見ないです。分かりづらいではなく見ない。見

ないからこれを書いて、教育員会宛にという人もいません。分かりづらいという前に見ません。見

たくなるのと、それと連絡方法も。ホームページを見てこれ書いて送るもそうですけど、連絡もし

てください、担当者は私ですと。連絡をお待ちしてますと。こんなこと、こんなこと、こんなこと

でも良いんですと。投げ釣りをするのが得意とか、焼き芋を焼くのが得意とか、そんなことでも良

いんですと。それから仕事をして今までの経験をね、生かしてそんなことを少し人に教えるとか、

なんか人に言いたいとか。そんなことが何かあればとりあえず一回連絡してください、お待ちして

いますとかですね。二週間に一回ケーブルテレビに出て、今もやっていますか？担当は総務課です

か？ネタが無くなって途絶えたでしょうか。それをやってみてはどうですか。毎月毎月誰か。今月

は課長、今月は補佐とか。ケーブルテレビへ出て。こうやってやっています、お待ちしていますと

か。 

 

〇小松生涯学習課長 

 いろいろなチャンネルで。それとそのハードルを下げることですけども、いま考えているのは、

今まで登録に対して抵抗があるというのはどうしても教えるとか、その場へ行って講師として教え

るのはそこまではというのがあるので、そこまでしなくても、そこのところに何かあればですね、

教えるところまでいかなくてもお手伝いとか、そういう程度でもいいのでというふうなお話をして

いこうと思います。 

 

〇清藤市長 

 その裾野を広げて、考えて。桜の木の世話してくれる人とか、大谷公園の植樹しましたよね、こ

の間。あれを定期的にしてくれる人とか。そんなんでもいいと思います。 

 

〇小松生涯学習課長 



 そういうふうなことでハードルを下げることを考えていきます。 

 

〇百田委員 

 ３年、４年目になりますかね。自分が関わっていたもので。こうやって人材バンクを作ってやっ

てという話の中で、市長が言うようなことも確かにあると思います。社会教育委員会が諮問機関で

すので、もう一回問いかけてどういう方向ができるかな。例えば保育所とか、読書ボランティアの

登録があるのですが。そんなのを一緒にいろんなボランティアの応募しているものがありますけれ

ど。どこかで一つになってできないかなと思うのですが。 

 

〇小松生涯学習課長 

 かまいませんか。読書ボランティアについてはこの計画ではですね、二段書きでその上に読書ボ

ランティアの登録者数ということで、現状が７６人で、この月だと３３年５月で目標というのがま

た別建てで。 

 

〇百田委員 

 別建てですよね。 

 

〇小松生涯学習課長 

 重複して登録しても全然かまわないと思うので。 

 

〇百田委員 

 その辺もまた考えてみてください。 

 

〇清藤委員 

 それともう一つ、ボランティアの利用するというか、希望者がもっと市長が言うように、行きや

すいところへ事務局を置いたら、例えば公民館へ置くとかというようなことをしたら割と使いやす

いところが。お琴を教えてくれる所はないとか、お茶を教えてくれる人はどこか紹介してやとか、

年に３回か４回くらい将棋のことがあったり、個人的に教えてやといって割と来るので、その窓口

をもう少し生涯学習課へ行こうという話をしているのですがなかなか、普通の人は行けないでしょ

うから。どこかにそういう看板があったら。 

 

〇小松生涯学習課長 

 そういうお話があるということは聞いておりまして、そこのところが結局現状で課題としてマッ

チングができていない、それでそこのところ上手にできるような仕組みを作るというふうなことで

取り組みを進めたいと思います。また、その前に文化協会の団体さんにも登録をしてもらうという

ところから始めたいと思います。あとはどうやって利用しやすい環境を整えるということをやって

いくか。 

 

〇清藤市長 

 清藤委員の場合は奥さんが文化協会の会長ですから問い合わせがあってどうこう。そういう問い



合わせが来やすいような、しやすいような。もともと様式なども香南市教育委員会様でしょう？さ

きほどの不登校もそうですが、人の心としてですね、これをインターネットで送るにしても、プリ

ントアウトして郵送するにしても、香南市教育委員会様とか誰か分からない人の所へ人は送りませ

んから。インターネットでもそうですが、送信しませんから。皆さんもそうでしょう？誰か分から

ない人のところへはしませんから。皆知った人にするとか、ここを教えられて是非お待ちしてます

とか顔写真があったりしたら送りやすいけど、誰も知らない、どんな人がいるかも分からない、組

織名の所に人って送らないのですよ。役所同士は送るかもしれません。市役所から県庁は送るかも

しれません。そうではないですから。だから少し変えないといけません。 

 

〇北村総務課長 

 見やすい、分かりやすい形で進めていただきたいと思います。他にご意見等ございますでしょう

か。 

 

〇中元委員 

 人材バンクについてなんですが、登録者数も少ないと思うんですけれど、一般市民の感覚からす

ると、この人たちの所に何を訪ねて行ったらよいのか分からないというのもあるので、例えば私の

地域の小学校は餅つきをする、人手が足りない。誰かいないだろうかと探すのってこういうのがも

っと大々的に知らされていると、餅つきできそうな人の登録があればそこへお願いをして出しても

らうということもできると思うんですけど、そういう今一つ探っている人の中でも、何ができる人

が登録されているのかというのもやはりリストで見れたら安心かなというのと、登録者数の拡大の

ところのスポーツ指導員とかスポーツ少年団とか、文化協会の方は私は存じ上げないのですが、ス

ポーツ少年団の指導員さんって、やはり自分の所の指導を一生懸命やっているので今更ここへ登録

をして何か他の所の活動と言っても、両方なかなかできないとかそんな事情もあるとは思いますの

で、新しいところを開拓するとか。うちの主人も野球のコーチとかやってますけど、今やっている

ことが精いっぱいで一生懸命育てているので、他の所に登録までして何かというのは少し難しい現

状もあるのかなというのを思いますので、そういった現実的な所も見ていだいて、もう少しアタッ

クかけていただいた方がもっと良いのではないのかなと思いました。 

 

〇北村総務課長 

 ありがとうございました。では、山本委員さん。 

 

〇山本委員（１“２８”０８） 

 本当に年寄りが増えてくるというか、私も退職してからですね、今から、まだ新しいことをいっ

ぱいしたいなということがたくさんあって、たぶん世の退職した６０代、７０代の元気なお年寄り

はまだまだ向上意欲というか学びたいことがたくさんあると思うんですけど、こういう組織にスポ

ーツ少年団とか文推協というふうなグループでやっていることはある程度体が整ってもう動いて

ますよね。そうではなくて、何かやりたい、例えば家庭菜園をやりたいけど農家の専門家の人で少

し教えてくれる人いないかなって、そういう教室ないかなとか、家事の仕方、意外と働きながらや

っていると家事を適当にやっているので、いよいよちゃんとしようかと思ったら、それを教えてく

れる人がいないかなとか。何かこう、生涯学習の教育系統ということでなくて、日常的な知恵袋な



んていう人も香南市にたくさんいて、そういう昔からの知恵袋というのを次の世代に教えてあげる

というすごく有機的な、相互に役に立つ繋がりが生まれるような、そういうレベルの、浅く広くや

るレベルもここに入ってくればいいなと、お話を聞いて、一市民として思いました。どうなのでし

ょうその辺は。 

 

〇小松生涯学習課長 

 確かに一枚目の一番上にある趣味・生活などで身に付けた知識・技術・特技などを、というふう

に書いていますので、それで言いますとそういうふうなことになると思いますので。 

 

〇清藤市長 

 それを連想しないような、生活の知恵袋とか、ちょっとしたことをすぐ習いたいけど敷居が高い。

すぐそんなできる人、教えてくれる人がいないだろうかというものをしたら良いので、そういう書

き方をしないと。職業・趣味・生活から身に付けた知識・技術・特技等って一番人が食いつかない

ような文言ですよね。 

 

〇小松生涯学習課長 

 そういう制度ということを踏まえてもっと見やすく利用したくなるようなものにしたいと思い

ますので。 

〇北村総務課長 

 そういった形で取り組みを進めて行ってもらえたらと思います。他にございませんでしょうか。

そうしたら次の議題へ移らせていただきたいと思います。それでは、３番目、放課後児童クラブの

運営についてこども課の方よりお願いいたします。 

 

〇前川こども課長 

 おはようございます。こども課の前川です。よろしくお願いします。 

 児童クラブの運営については裏表の資料になります。まず最初に、皆さんごご承知とは思います

が、児童クラブの運営状況について少しご説明させていただきます。いま公設公営で児童クラブを

運営しているのは４小学校で８児童クラブとなっています。また公設民営、委託をしております児

童クラブは２２小学校で２児童クラブとなっております。この公営と、保護者に委託している民営

の違いとしては、運営場所によってサービスが異なっていることもあります。また支援員の雇用条

件等も異なっているような状況になっております。次に支援員の配置状況ですが、公営総数として

は４１人、民営では１１人の支援員となっております。児童の状況ですが、公営で３０７人を受け

入れております。また民営で１２２人の子どもさんを受け入れております。この表にもあるますよ

うに、野市１、２、３は定員を超えての受け入れ状態となっております。また待機児童として野市

小学校区で７人、香我美小学校区で６人というような状況になっておりまして、今年度から施設整

備という計画を立てておりまして、野市小学校区に１つ、香我美小学校区に１つの児童クラブの整

備を進めるということで、今年度に実施設計をし、来年度に建築工事に着工し、２０２１年から運

用を開始したいという予定で進めております。裏面にお願いします。また児童の特性としまして、

特性のある児童も増加もしており、支援員の肉体的、精神的な負担の増加や、休暇が取得できない

ような状況も増えております。それで、４として公営での課題ですけども、支援員の人員確保、人



材育成が難しいということがあります。また経験年数の給料への反映や手当の支給など処遇改善も

公営では難しいと考えています。そして、十分な数の支援員が確保ができないため、開設時間の拡

大などのサービスの拡充が難しいというのが課題となっています。例えば、支援員が急に休まれた

り、休むようになったときに代替の方を確保しておりますけども、代替えの方が依頼しても確保で

きないという状況があり、こども課の職員が児童クラブへ出向いて支援をしていることが多々、４

月にもだいぶありました。このままの運営では運営が成り立たないような状況があるので、公設民

営という方法で進めていきたいと考えております。今後の方針としましては、児童や保護者の満足

度の向上を図りつつ、支援員の満足度も向上できるような運営方法を検討していきたいと考えてお

ります。そして保護者及び支援員に理解が得られるような運営方法を確立するためには、保護者会

の運営とかＮＰＯ法人による運営、それと実績のある民間企業などの運営の概要をですね、メリッ

ト・デメリットも含め保護者および支援員の方に提示して、民営化について取り組んでいきたいと

考えております。民営化による効果としましては、ここに掲げておりますように支援員不足の解消、

負担緩和、安定的な雇用、処遇改善、待機児童の解消につながると思っております。香南市の全て

の児童クラブを、公設民営に向けて取り組んでいきたいと考えております。 

 

〇北村総務課長 

 ありがとうございました。こども課長の方から説明がございました。これについてご意見等ござ

いますでしょうか。 

 

〇百田委員 

 児童クラブの規模適正化、あちらの方には入ってないのでしょうか？ 

 

〇山下教育次長 

 児童クラブは入っていないです。 

 

〇百田委員 

 その辺も絡めて今後対策を練らないといけないかなというのと、岸本小学校の子ども教室の方も

けっこうな人数がおるようですので、児童クラブとは直接関係ないですけど、後々岸本の学校跡が

使えなくなるとなったときにどうするか、こども課の方で早めに検討してもらいたいと思います。 

 

〇山下教育次長 

 児童クラブとか子ども教室については学校単位となってますので、規模適正化で検討された結果

という校区なりに基づいて学校単位で設置がされていきます。当然そういった中では児童クラブの

こととか子ども教室というのを考慮する必要があるということで、またその辺も踏まえての検討と

いうことをしていきたいと思います。 

 

〇清藤市長 

 ポイントが２つあると思うんで、１つは公設民営で考えたいと。ここは今までも教育総合会議で

出ましたかね、次長？ 

 



〇山下教育次長 

 はい。 

 

〇清藤市長 

 公設民営で考えたいというのは香南市教育委員会の方でも、自分たちの方でもそれはそういう形

でやっていったら良いだろうということになってますので、スケジュール、明確なスケジュールと

いうものを一回立ててみてください。考えたいで良いけど、今もまた言った考えたいで３年後も同

じようになるのではないだろうか、ということになるので、スケジュールとどういう形にするのか、

他の市で、例えば南国などもやっているのでそれを参考にするのか、どんな形で。そこにはこんな

人員がいるとか、人材がいるとか、それは具体的に誰をどう考えているのかとか。それで、こうい

う人が足りなかったらどうするのか。こうするのか。いろいろな市とかのＯＢの人にお願いしたり

するのかとか、いろいろあるので、そういったもののスケジュールを、大まかな。それをこども課

の方で、教育委員会の方で考えていただいて、それに向けてやっていくという。そうしないと進ま

ないと思います。 

 ２つ目はさっき百田さんからも出ましたけど、今後の利用率というか、子どもの数と利用率とい

うことを考慮して、前言ったように、人数がどうなるのかということをこども課の方でも予測も立

てて、現在と１０年後、どうなるのか。野市小学校みたいに、建てた、また人数が多くなったから

建てた、また多くなったから建てたと、こうと言うよりは、今後どうなっていくのかと。だからそ

れは規模と配置の適正化委員会で、無ければ無いでいいですが、でもそれをやるには小学校中学校

の子ども今後の人数の予測も入っているので、そうすると自然とこれも入るのでね、同じように。

昔は、１０年前は全校生徒の何％かが利用者とかいうのが利用者でしたが、今は３０％ぐらいでし

たかね？ 

 

〇山下教育次長 

 そうですね、はい。 

 

〇清藤市長 

 けど、第二の学校みたいなものだから、これからも多くなりますよね。子どもが減るけれど、子

どもが減らないところの学校の校区もあると。そういうことは当然これおから予測もしないといけ

ないし、公設民営であれば公設ですから、建物も今のままで良いのかということ。対症療法的にや

ってきましたよね。野市小学校などは。前も言いましたが、今までの人数を教えてということでは

なく、こども課として今後どうなっていくのかという人数の予測と、この２つをちゃんと掴んでお

かないといけないと思いますので。スケジュールというのは、ハード面ではなくソフト面でいろい

ろ人とかいうのがあるので、建ててもそのままいかない所があると思うのですが。どういう形をイ

メージして、そこにどんな人が入っていくのかという、具体的に考えておかないと、もう全然動か

ないと思うので。それを今年度やっていただいたらと思います。 

 

〇北村総務課長 

 市長の方からご意見ありましたが、そこの辺りを踏まえまして他の委員さんの方からご意見の方

はございますでしょうか。よろしいですか。そうしたら次の議題に移らせていただきます。引き続



いて、総合子育て支援センターについてこども課からお願いします。 

 

〇前川こども課長 

 ６ページの両面になっています、香南市総合子育て支援センターにこなんという資料をご覧くだ

さい。この支援センターにつきましては４月末に工事が完成しまして、７月１日に開館予定となっ

ております。場所としましてはのいち駅の南の駐在所の裏になっております。このセンターにつき

ましては、地域子育て支援センターと、病後児保育施設で構成されております。開館時間、病後児

保育施設で行う事業としては、病後児保育事業を実施します。地域子育て支援センターでは、地域

子育て支援拠点事業を実施するようにしております。 

次のページを開けてください。最初に地域子育て支援拠点事業の概要についてご説明させていた

だきます。地域子育て支援経典事業とは、就学前の児童およびその保護者、主として概ね３歳未満

の児童及び保護者が相互の交流を行う場を開設し、子育てについての相談、情報の提供、助言、そ

の他の援助を行う事業を、この子育て支援センターで行っていきます。基本事業としましては、子

育て親子の交流の場の提供と、交流の促進、子育て等に関する相談および援助の実施、地域の子育

て関連情報の提供、子育て及び子育て支援に関する講習等の実施、そして地域支援活動の実施、そ

して出張広場の実施を行う予定です。連携事業としましては、健康対策課等と連携しまして、パパ

ママ教室、プチママ教室、ミルククラブやプチママ相談を予定しております。裏面をご覧ください。

利用対象者としましては、さきほど言いましたように就学前の児童及びその保護者、ならびに児童

に同伴にする者、そして妊婦及び同伴する者、そして子育て支援、児童の健全育成等に関わる活動

を行っている者等としております。利用方法につきましては、最初に利用するときに児童の登録を

していただくようにしております。施設の使用料は無料としておりますが、事業の実施に必要な経

費の一部を利用者から徴収する場合もあります。拠点事業の周知ですけども、周知方法としまして

はポスター２種類を作成する予定をしております。そしてまたホームページ、メルマガとか子育て

情報サイト香南キッズ等で周知したいと考えております。また、母子健康手帳配布時にウェルカム

カードの配布、支援センターの概要についてのウェルカムカードを作ってその時にお渡しするよう

に考えております。そしてオープン記念講演の告知とか、特集番組をケーブルテレビでやっていた

だくように予定をしております。 

次に病後児保育事業の概要について説明させていただきます。病後児保育事業とは児童が病気の

回復期にあり、集団保育が困難な期間において一時的にその児童を専用の施設で、看護師等の専門

スタッフが預かる事業です。実施場所は先ほど言いました子育て支援センターの病後児保育施設で

行う予定です。対象となる児童は３つの条件を全て満たす児童としております。１つ目としまして

市内に住所があって保育所・幼稚園・認定こども園等へ在籍している生後６か月から小学校６年生

までの児童。２つ目に、病気の回復期で集団保育が困難だが、医師が病後児保育を利用することが

可能であると判断した児童。そして保護者が勤務の都合等により家庭で保育が困難な児童としてお

ります。そしてその病気の回復とはというところですけれども、次に掲げる状態で、医師が病後児

保育を認めた場合としております。１つ目としまして、風邪等、日常的にかかる疾患の場合は急性

期を経過したとき以降。はしか、水疱瘡、風疹等の感染性疾患の場合は他児に感染する恐れのある

感染期を経過したとき。そして３つ目、気管支炎及び喘息等の呼吸器系疾患の場合は発作がおさま

った時以降。そして骨折、火傷等の外傷性疾患の場合は、症状が安定した時以降としております。

施設の定員ですけれども、一日あたり概ね３人としております。使用料は４時間以上で 2,000 円、



４時間未満で 1,000円としております。次のページをめくってください。利用までの流れ（案）と

して説明をさせていただきます。１としまして、１番目に利用に備えてあらかじめ児童の登録をし

てもらいます。そしてそのお子さんの病気が回復期であるが、仕事等で家庭で保育ができないとき

に事前ににこなんの方へ連絡をして予約を取ってもらいます。そして、医療機関で受診をしていた

だいて、医師から診療情報提供書を発行してもらい、関係書類を持って、発行してもらった利用連

絡用ノートを持参して利用開始となります。次面が１日の流れ、当日の流れの案ですけれども、８

時以降に登所していただきます。そして１２頃に昼食、これは保護者が持参していただいたお弁当、

離乳食を食べます。それで１３時頃に午睡、１５時頃におやつ、これも持参していただいたおやつ

を食べます。そして１６時に降所となります。 

そして、もう少し詳しい手続きということで裏に案を載せております。１番に事前登録です。病

後児保育事業を利用するためには、先ほど言いましたように病後児保育事業登録申請書兼同意書に

よる登録を毎年度１回必要としております。この申請書はこども課および各支所に置く予定です。

登録申請の提出先はこども課にしております。急な場合は直接にこなんの方へ提出も可能としてお

ります。事前登録された方には諸々の申請書等をお渡しするように考えております。次に利用の申

し込みですけれども、病後児保育事業の利用を希望される際は事前に香南市子育て支援センターに

こなんへ電話をして予約をし、利用可能となった場合は利用する当日に病後児保育施設利用申請書

と、医療機関から発行してもらった診療情報提供書や、必要な物品を持って来ていただきます。そ

して利用される際の注意事項としましては。すみません、今説明しているところは病後児保育施設

のしおりの中へ入れるような内容を説明させていただいております。利用されるときは、医療機関

で必ず受診してください。医療機関で診療情報提供書を発行してもらえない場合は利用ができませ

ん。医療機関から処方された薬がある場合には、利用時間に服用する分に分けて必ずお薬の説明書

の写しもお持ちください。利用当日に容体が急変した場合は緊急連絡をしますので、早急に施設に

来所し、保護者にその対応をお願いします。緊急連絡に応じられなかった場合の事故等については

施設の瑕疵による場合を除き、申請者が一切の責任を負うことになります。送迎は保護者の方が責

任をもって対応してくださいということを注意事項に入れるようにしております。すみません、裏

面になりますけれども、５ページになりますけど、その他として利用当日必ず必要な物としまして

は、先ほど言いました利用申請書、医療機関から発行してもらった診療情報提供書、そして加入し

ている健康保険証および乳幼児もしくは児童医療費受給者証の写し、それから医師から処方された

薬および薬の説明書、そして着替えなどとしております。そして最後６ページ目をご覧ください。

保護者の方がにこなんに連絡する前とか、診療情報提供書を発行してもらう前にということで、病

後児保育を利用できる症状の目安ということで案を作っております。内容については記載の通りと

なっております。以上です。 

 

〇北村総務課長 

 ありがとうございました。それでは香南市総合子育て支援センターについてご意見等ございます

でしょうか。 

 

〇入野教育長 

 この子育て支援センターについては事業の内容を見たときに、広い視点で言ったら例えば子ども

の小さいころに子育てに関わっている親への支援ということで、親自体の不安な所を取り除いて行



ったり、親自体が困っていることを取り除いて、安定につなげるということはその後のその子ども

情操面というか、さきほどの一番最初の不登校なんかもそうですが、親子で不安定になっていると

いうのはスタートが幼児期の子どもには影響が大きくてですよね、そういう意味でいったらこの事

業というのはすごく意味があるし、それからまたそういう意味で言ったら親が一人で孤立をしない、

それから虐待なんかの防止なんかにもつながっていくのではないかと思うのですが、ただこれ３月

にこども課がやった子育てのアンケートの、これを見たときに例えばですね、地域子育て支援セン

ターの利用希望というところで、一番多いのは新たに利用したり利用日数を増やしたいと思わない

というのが６５．５で、あまり利用したいと思っている人がこれを見たらすごく少ないし、それか

ら病後児保育についても今までやってないので分からない面もあるかと思うんですけど、前回今回

についてもあったら利用したいが５０．２、利用したいと思わないが４９．３とほぼ半々というこ

とで、その一番の理由がやはり担任に見てもらうのは不安というのがこれが圧倒的に半分ぐらいあ

って多いということなので、そこらへんを取り除くような手立てというか、これについての分析と

いうかどんなふうにしているか、何かあれば。 

 

〇山下教育次長 

 そういったご意見というのは、受けとめてですね、取り組みをしていかないといけないのですけ

れども、今のところですね、開設に向けてということの準備でまだ新たな展開とか、利用を増やし

ていくという所への取り組みというのが十分できていないところもありますのでその辺はしてい

って、また開設後にですね、そういったことでいろいろ聞きながらですね、その辺をバージョンア

ップというか、そういったことをどんどんと、各課の連携とかも含みまして支援の拠点施設として

充実させていきたいというふうに考えています。 

 

〇入野教育長 

 ちょうど新しくできたので、最初にいいイメージができて、良かったよとかというようなところ

で、最初につまずいたらそれを取り戻すのも大変ですし、またその辺の所を、現状としてそんな意

識を持っている人がけっこういるということで、その所のね、いきなり難しい面もありますけど、

できるだけ工夫して地域の利用する人たちがやはり利用しやすい、それからしてみて良かったと、

百点満点ではなくても、メリットがたくさんあったよというようなところの気持ちも求められるよ

うなことにしていかないといけないかなというふうに自分は思っています。 

 

〇山本委員 

 私も少し共通点があるんですけど、やはり子育て支援センターのそれぞれの保育所や幼稚園の中

にあった時と、今度こういう総合子育て支援センターという独立したものができたときのメリット

とデメリットそれぞれあると思うし、メリットの方が強くてこの事業を大きく打ち立てたんですけ

ど、一つ気を付けたいなと思うのは、やはり利用していた親御さんが一番うれしいことはやはり子

育てのアドバイスをしてくれたり、保護者の子育ての相談に乗ってくれる専門家がいる、保育士さ

んがいるということとですね、もう一つ大きかったのは、やはりうちの子がまだ０歳とか１歳なん

だけれど、大きくなった時のイメージが現場にあるときは持てるのですよ。そこにいるので、子ど

もたちが。あ、２歳になったらあんなことができる。５歳になったらこんなことができるという、

子育ての見通しというか、すごくプラスのイメージが持てる。もちろん取っ組み合いもするので、



あんなこともするんだとも思いながらですね、やはりその辺が切れてしまうということがどうして

も伴うので、それをではどうしていくか。支援センターに来ている子が、今度保育所幼稚園に就園

したときにそれをどうつないでいくかという、今までになかった部分の必要なものが出てくると思

うので。また今後そういう子ども育ちがつながるという意味で、なおこの子育て支援センター、よ

り有機的に働く取り組みについては、今後また検討を進めていただきたいなと思います。 

 もう一つかまいませんか。この１ページの病後児保育事業の対象となる児童①の方の小学６年生

までの児童が対象ということで、ここに小学校をはっきりと入れたらいいと思いました。事務的な

ことですが。 

 

〇北村総務課長 

 ありがとうございました。他にございますでしょうか。 

 

〇清藤市長 

 まず一つ、オープン記念講演、これはいつしてどんな形でやろうかということと、２つ目が、さ

っき教育長も言いましたけど、パパママ会とかいうものがあるけれど、子育てのお母さん連中の、

３月に知事の対話と実行行脚とあって、本村の富家の防災コミュニティセンターで、子育て中のお

母さん連中との会をやって、次長は私の横に座ってましたよね？それは主は県外から香南市へ来て、

だから自衛隊とか多いんですが奥さんが、子育てのいろいろな話をそこでああでもないこうでもな

いと言うというのが主ですが、これが結構このニーズは高くてずっと続いて、子どもが大きくなっ

たから自然と来なくなる人もいるけど、どんどん入って、人数はどんどん増えているんです。だか

ら基本事業の基本ですけど、子育ての交流の場というか、そこはイメージとしたら、公の機関でや

る保育幼稚と、この総合子育て支援センターとこう特化したもので、少し違うところも出てくると

思うんですけれど。そこを意識して、だからファミリーサポートセンターの場合はいろいろな課題

もあったりして、少し任せて会員とお願い会員、少し増えていない所もあるけれども、これの場合

はけっこう口伝いに増えてくるところもあると思うんで、病後児保育の場合も定員というかね、こ

ういう定員でないとなかなか最初はできないと思うのですが、潜在的なニーズはあるから。だから

これも例えば、ファミリーサポートセンターであれば、１時間６００円くらいでしたかね、平日で。

やけど、この病後児保育であれば、４時間以上 2,000円ですから、その金額にしてもファミリーサ

ポートセンターよりは割安感もあるし、ファミリーサポートセンターの場合は都市部というのはも

っと活発なんですよ。その時に例えば５時間あって、半日やけどそれが価格が 4,000円とか、5,000

円でも、それから時給 1,000円でも、これが高いというふうなものはあまりないんですけど、いろ

いろ話してみたら香南市の場合は時給 600 円やけど、これはやはり高いという、４時間でも 2,400

円かかるからというのが伸び悩んだところがあるけれど。それとは、それに比べたら普通のあれも

無料ですから、だからそこら辺もイメージとして持ってもらったらいいと思います。 

 

〇前川こども課長 

 そうしましたら、先ほどのオープン記念講演の件ですけど、こんど７月頃の広報にも載せる予定

ですけれども、７月２０日、土曜日９時半からにこなんで行うんですけども、就学前のお子さんが

いる保護者を対象に定員を１００人で実施を考えています。テーマとしましては、あなたの子育て

応援しますということで、濱川博子先生、高知県臨床心理士会副会長で、高知県スクールカウンセ



ラーのスーパーバイザーの濱川博子先生に来ていただくようにしております。６月３０日に竣工式

を行う予定ですのでまたご案内させていただきたいと思います。 

 

〇北村総務課長 

 よろしいでしょうか。他にございませんでしょうか。なければ、準備しております議題４つにつ

きましては以上で終わりまして、その他ですが、事務局の方では特に準備ございません。委員さん

の方からございましたらお願いいたします。特にございませんでしょうか。よろしいですか。そし

たら、次回の本会でございますが、大体２月、５月、１０月ということで実施をさせていただいて

おります。また１０月を目途に日程調整させていただきたいと思いますので、またよろしくお願い

いたします。それではどうもお疲れさまでした。以上で令和元年香南市総合教育会議を終わります。

どうもお疲れ様でした。 


